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Fluctuations in internal cerebral vein and central side. veins of preterril ・infants 

（早産児における内大脳静脈とその中心側の静脈の揺らぎについて）

（論文審査の要旨）

超低出生体重児における内大脳静脈、大大脳静脈および直静脈洞の血流波形を同時期

に経時的に測定し、それぞれの血流波形の揺らぎと脳室内出血との関連について検討し

ている。 2011 年 12 月から 2014 年 11 月の間に入院した超低出生体重児のうち院外出

生、生後 24 時間以内の死亡を除いた 73 児を対象とした。対象において超音波検査にて

内大脳静脈、大大脳静脈および直静脈洞の血流波形を経時的に評価した。超音波検査に

よる各静脈の測定は大泉門よりアプローチし、矢状断面にて描出し、同時期にパルスド

プラ｝法にて行った。測定時期は入院時（生後 3 時間以内）を初回とし、その後、生後

12 時間を 2 回目、以降、 8 時間毎に生後 120 時間まで計測を継続した。測定した血流波

E 形は先行研究と同様に定常流波形を GradeO とし、血流波形の揺らぎが大きくなるにつ

れて Grade3 までの 4 パタ｝ンに分類し、 Grade0-1 は Low grade 、Grade2-3 は High

grade とした。対象 73 例（平均在胎週数 26. 1±2. 2 週、平均出生体重 738 土156g ）は測

定期間中の各静脈の血流波形の最大 .Grade により分類された。最大 Grade による分類は

内大脳静脈では GradeO が 12 例、 Gradel が 38 例、 Grade2 が13 例、 Grad.e3 が 10 例で

あった。同様に、大大脳静脈では GradeO が 5 例、 Gradel が 17 例、 Grad.e.2 が 20 例、

Grade3 が 31 例、直静脈洞では GradeO が 1 例、 Gradel が 5 例、 Grade2 が 17 例、

Grade3 が 50 例であった。全 803 回の測定のうち l 回を除き～それぞれの静脈の血流波

形の Grade が中心側の静脈の血流波形の Grade よりも強い Grade を認めることはなかっ

た。 High grade な揺らぎを認めた児と脳室内出血の合併との関連は内大脳静脈におい

てのみ統計的な有意差を認めたが、大大脳静脈と直静脈湘においては脳室内出血の合併

と関連はなかった。血流波形の強い揺らぎを認める頻度が少ない内大脳静脈の血流波形

の変化のみが脳室内出血との関連を認めたこと、その一方で内大脳静脈の血流波形に強

い揺らぎを認める前に、大大脳静脈や直静脈洞において強い揺らぎを認めることから、

大大脳静脈、直静脈洞の血流波形の揺らぎを測定することで、内大脳静脈の揺らぎを予

測することができる可能性があることを明らかにした本研究であり学位授与に値する。
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